
保護者の皆様へ

とくに１０月後半から、市内でもマイコプラズマ感染症の報告が増加しています。校内でも診断を受

けるお子様が出ていますので、ご家庭でも感染予防の対策を改めてお願いいたします。

「マイコプラズマ感染症」とは？
病原体：マイコプラズマ・ニューモニア(細菌の一種）

潜伏期間：おもに２～３週間（１～４週間）

感染経路：飛沫感染、接触感染 ※症状のある間が病原体排出のピークだが、保菌は数周～数ヶ月間持続する。

症 状：咳、発熱、頭痛などのかぜ症状がゆっくりと進行し、特に咳は徐々に激しくなる。しつこい咳が３～

４週間持続する場合もある。中耳炎、鼓膜炎や発疹を伴うこともあり、重症例では呼吸困難になるこ

ともある。治療は適切な抗菌薬で行う。

予防法・ワクチン：飛沫感染としての一般的な予防法を励行する。ワクチンはない。

登 校 の 目 安：症状が改善し、全身状態がよければ登校可能である。

○接種回数は１２才までは２回、１３才以上は１回です。

○できるだけ１２月初旬までに接種を済ませることが望ましいです。

○ワクチンの効果は接種２週間後からです。３～５ヶ月間くらい効果が期待できます。

咳を主症状とし、学童期以降の細菌性肺炎としては最も多い。夏から秋にかけて多く、家族内感染や再感染

も多く見られる。５才以上で１０～１５才に好発するが、成人もり患する。

「体のよくないところは放っておかないで病院でみてもらうこと、必要な検査や治りょうを受けること」は、
からだ はな びよういん ひつよう けん さ ち う

これから続くみなさんの長い人生をよりよく、楽しいものにするために、とても大切な行動です。
つづ なが じんせい たの たいせつ こうどう

（電子顕微鏡像）

(引用：学校において予防すべき

感染症の解説 2018年3月）
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１１月８日は「いい歯の日」
は

「卑弥呼の歯がいーぜ（ひみこのはがいーぜ）！」は、よくかんで食べるメリットを表現した標語です。
ひ み こ は た ひようげん ひよう ご

健康診断の結果から、受診済みの報告が学校へとどいていない人に「受診のおす
けんこうしんだん けつ か じゆしん ず ほうこく ひと じゆしん

すめ」の用紙をわたします（１１月中 旬予定）。まだ検査や治りょうをすませてい
よう し がつちゆうじゆん よ てい けん さ ち

ない人は、おうちの人と相談し、受診日の計画を立てるようにしましょう。
ひと ひと そうだん じゆしん び けいかく た


